
　（2014.7.30～8.3撮影）

（左）いんげんは生育期間の天候にも恵まれ、品質は上々。収量も期待できそう。　　（右）コーンも生育
が早い。実もしっかり入ってきた。昨年は８月８日収穫・加工開始だったが、今年は更に早まる。

■いんげん（左）／スイートコーン（右）

（左）かぼちゃは葉が大きく茂り、実が見えない。　　　（右）人参の草丈は伸びてきているが、根部の肥大
はこれから。

北海道美瑛地区は、７月後半から８月初めまで、概ね最高気温が３０℃弱で最低気温は１０℃台半ばで
推移しました。７月２６日の午後から２７日まで大雨となりましたが、大きな被害はなかった模様です。そ
れまでやや干ばつ傾向で生育スピードが鈍化していたものが、その後の気温上昇とともに農作物の生育
もかなり早いペースとなっています。

「トヨシロ」（左）、「さやか」（右）ともに生育は順調。一株当りの玉数も多い。

■馬鈴薯
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■かぼちゃ（左）／にんじん（右）
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